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資 料

朝鮮産 コ キ ン メ フ ク ロ フ （新稱 ）の 一 標本 に就 い て

黒　　 田 長　　橿

東 京 市 赤 坂 區 輻 吉 町

　最近 朝鮮李安南道安州農學校 の 元洪九氏か ら同孚島に て 氏 が採集した數點 の 鳥類 を予 の 許

に 送附せ られ鑑定 を乞はれた。共内次 に記す一點は 同聾≧島鳥界 に 新追加せ らる べ を種類 で あ

る。因 つ て 共記載を掲げ て報 告せ ん とす る。
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　　　　　　　　　　　　 Athene　noetua 　plumipes 　SWINHOE ．

　　　　　　　　　　　　　和 名　コキン メ フ ク ロ フ 　（新稱）

　記 載 　體 の 背面は淡 き帶次褐 色 頭 よ り後頸 に は 明な る1欧皮白色の 縦斑 あ 尻 翕の 上部

よ ｝P下頸側 に 達す る 白色及軟皮白色 の 大斑輪歌 をな して存在 す。聞肩部 は一樣な りe 此部 分

の 白斑 は 凡べ て 褐 色 羽 に 被覆せ らる。然 し肩羽 に あ りて は卵形 の 白斑稍 々 明瞭 に見ゆ。雨 覆

羽は背 と同色なる も，顯著なる卵形の 白斑 あ り．初列雨覆 は汚褐色 に して．暗黄褐色 の 横斑

あ 抗 風切羽 は褐色に して 羽端友 臼色 を呈 し，各羽 に は 白嶄 及軟皮白色 斑 あ じ。上 尾筒 は背

よ D淡色 に して 各羽 に 白斑 あ り， 尾 も同色 に して 擬自色（軟皮色 を帶ぶ ）の 四帶あ bn 而 して

先端 の
一
帶は外瓣 に の み 存す。 眼先 き白 く羽軸 黒色 な b。眉斑 白色 に して 短か きも幅 廣 し．

耳羽は帶黄褐色 に 帶 自色の 軸線 あり。鯤 の 下部 に 白斑 あ り。頬及喉 は白色 に して 三角 形 の大

斑 をな して 耳羽 の 下部 に 達 す。前頸 下部 は 白 く喉 の 白色 との 間 に 帯褐赤色の帶 あ り，白色 を

混 す。體の 下面は帶軟皮 自色に して腹の 中部 と下尾筒 は 白色 ， 他は 褐色の 縦斑 あ 1 。 胸及體

側に あ りて 殊 に 著 し．脚及 趾の 末端迄密に白毛 を以 て 覆はれ，腿及附蹠 の ク防 の み 淡軟皮 色

を帶 ぶ 。下雨覆及 腋羽 は白色に し て 下部大雨覆 の 基部 に の み次 褐色斑 あ り．風切犲の 裏面 も

友 褐色を呈 し 1 内瓣 に 四乃至五個 の 白色の 大なる横帶あ り。外瓣 に は 小形或は不判明な る白

斑 あ り。

　嘴は乾標 本（採集後一ケ 月 目に 檢 す）に よれば黄色 に して 下嘴の 基部暗色，蝋膜 も亦暗色 を

呈 す。趾 の 爪 は鋭 く黒色な り。

　探 集 ±也　朝鮮雫安南道安州。

　採 集 年 月 1gn，】 年 11 月 10 日、
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　測 定　 （性 ） 雌 翼 1・il； 尾 SL） 1 黝蹠 2厭 嘴峰蝋膜共 21．・5； 同臘膜 を除 く コ5．5m111 。

　以 上が此珍 らしい コ キ ン メ フ ク ・ フ の 記載で あ る。

　予 が嘗 つ て調査 した松雫鰯孝子標 本 （北京産 ）の 測定と ス ゥ ヰ ノ ーの 基 型標本及 ハ ータ ー ト

の洌定 とを比較 して 見 る と 次 の樣 に なる。（單位 mm 。括弧 内 ineh，）

産　　 地　　 臺 　　長
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　以 ．ヒの 通 りで 今囘調査 した朝鮮の 標本と體の 大 さ に あ りて は 全 く一致 する こ と が 知 られ

る。只今囘 の もの が 確實 な雌で ある とす る と 少 し小 形で あ るeetc見え る が 多分雄 の 誤 りで は

なか ら うか と，思ふ。

　分 布 北 は 西部及南部滿洲，直隸，山東 ， 山 断 陜西南部 に して 今囘朝鮮 よ り發見ぜら

れた の は誠 に面白い こ と と思 ふ。

　採集者元洪九氏 に 對 し茲 に深謝の 意 を表 す，

画

奉 天 附 近 の 鳥 類 目録 （1 ）

● 西　　岡 勘 　　一

滿 湖 教 育專 門 學 校 研 究 生

　奉天附近 に て 採集せ る鳥類 中鑑定確實なる もの の み を一括 して本 口録に牧む。元 よ り極め

て短 日月 の 探集 に かか るもの なれ ば 其 の 數甚だ 少 く該地 方鳥類 の 一 牛 を 示 す もの に他 なら

す。而か も之 を公に す るの 所以 は滿洲諸地 方iτ 於け る探集 目録 と共 に滿 洲 に 於 け る鳥類 の 分

布竝 に 渡 りの 道程の 考察王 必須 な る資料の 一
た るを信すれば な b。
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